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１．当四半期の連結業績に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、年初からの円安がさらに進み為替レートが１ドル100円を

超え、輸出環境は好転しつつありますが、原油をはじめとする輸入品の高騰は続いております。 

一方で９月には、2020年オリンピックの開催地が東京に決定し、これに伴う公共投資や消費者心理の好転が

期待されますが、10月には平成26年４月からの消費税増税が確定するなど、先行きは依然として不透明な状況

で推移いたしました。 

 このような状況のもと当社グループは、お客様のご希望される納期、品質、価格にお応えすることでお役に

立てるよう全社を挙げて取り組んでまいりました。これにより、ラミネート製品は既存得意先の新版を中心に

比較的好調に推移いたしました。しかしながら、仕入商品の販売は、食品包装関連機械設備等の受注が前期に

比べ減少したため、厳しい状況で推移いたしました。また、原材料価格高騰等のコスト高要因もあり、生産面

では引き続き経費削減と、効率的な生産に努め収益の向上に取り組んでまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間において売上高は、107億３千７百万円（前年同期比2.7％増）、損益面

では、営業利益２億３千７百万円（前年同期比158.0％増）、経常利益２億７千４百万円（前年同期比133.9％増）、

四半期純利益１億５千９百万円（前年同期比119.1％増）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて12億７千９百万円増加し、115

億２千４百万円となりました。これは主に、第３四半期連結会計期間末が金融機関の休日であったことなどに

より、受取手形及び売掛金が増加したことによるものであります。 

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べて11億１千７百万円増加し、76億５千５百万円となりまし

た。これは主に、第３四半期連結会計期間末が金融機関の休日であったことなどにより、支払手形及び買掛金

や未払金が増加したことによるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べて１億６千２百万円増加し、38億６千９百万円となりました。その主な

要因は、四半期純利益の増加によるものであります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、平成25年10月９日発表の業績予想から修正しておりません。 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積もりの変更・修正再表示 

  （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

    当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日

以後に取得した有形固定資産のうち定率法を採用するものにつき、改正後の法人税法に基づく減価償却の方

法に変更しております。 

    この変更による影響は、軽微であります。 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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